Can endoscopic atrophy predict histological atrophy? Historical study in UK and Japan by 河野 真
審 査 論 文 要 旨（日本文） 
論文提出者氏名：河野真 
審査論文 
題 名：Can endoscopic atrophy predict histological atrophy? Historical study in UK and 
Japan （内視鏡的萎縮評価は組織学的萎縮評価を予見できるか、日英既存研究のデータから） 
  
著 者：Takuji Gotoda, Shigeaki Yoshida, Ichiro Oda, Hitoshi Kondo, Luigi Gatta, Greg Naylor, Michael Dixon, 
Fuminori Moriyasu, Anthony Axon 
  
掲載誌：World Journal of Gastroenterology (WJG 2015 December 14; 21(46): 13113-13123) 
 
（審査論文要旨：日本語論文の場合 1,000字以内・英語論文の場合 500 words） 
 
【背景と目的】 
 上部消化管内視鏡において簡便にかつ非侵襲的に胃粘膜萎縮の広がりを評価するこ
とは胃癌リスク評価の点で非常に重要である。しかしながら Updated Sydney system 
(USS)による組織学的評価が世界的なスタンダードであり，本邦で用いられている内視
鏡的萎縮評価が世界的に受け入れられているとは言いがたい。今回我々は，本邦と
United Kingdom(UK)における内視鏡的萎縮と組織学的萎縮の整合性について検討
し，内視鏡的萎縮評価の有用性および運用における問題点を検証した。 
 
【対象と方法】 
 本研究は既存のコホート研究（本邦および UK のそれぞれ単施設を受診された患者
のうち 20-80 歳の各年代から層別抽出した）のデータを使用し横断的に解析した。対
象は 252人（日本:UK 126:126）であった。組織学的萎縮評価はUSSを，内視鏡的萎
縮評価は木村・竹本の分類を用いた。両評価方法を萎縮の広がりの観点からそれぞれ
５段階に分け比較・検討した。 
 
【結果】それぞれ５段階に分けた両評価方法の重み付け一致率κを算出すると 0.76と
良好であった。また，UK における合致率は本邦に比べ有意に高かった(日本 vs. UK: 
56.6% vs. 87.0%, P<0.001)。合致率に影響を及ぼす要素を検討するため，単変量解析で
有意差を認めた年齢，国籍，H. pylori 抗体，ペプシノーゲン値，内視鏡的萎縮の項目
で，多変量解析を行った。その結果，日本人(オッズ比(OR) 0.22 95%信頼区間(CI) 
0.11-0.43)，高齢者(OR 0.32 95% CI 0.16-0.66)，内視鏡的萎縮(OR 0.10 95% CI 0.03-0.36)
の３項目が有意に合致率を低下させる要素であることが示された。内視鏡的萎縮評価
が組織学的萎縮評価に比べ，過小評価となった症例は 9症例(3.6%)であった。 
 
【考察】 
 内視鏡的評価と組織学的評価の一致率κ値から，内視鏡的萎縮評価は十分有用性が
高いと考えられる。また，本研究から内視鏡的萎縮は UK でも十分適用可能なことが
示唆された。一方で，日本人，高齢者あるいは内視鏡的萎縮ありと判断した症例は慎
重に萎縮進展度の評価を行わなければならない。 
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